
■ ■ 景観法に基づく景観計画の策定等に関し、条例を制定 

意見書 

■ ■ 社会保険新宿診療所が 
        公益性の強い医療機関として存続することを求める！ 

本紙は、新聞（朝日・産経・東京・日本経済・毎日・読売）折り込みで配布しています。そのほか、主な区立施設、区内の駅・スーパーなどに置いています。 

東京都のモデル事業で補正予算を 決 可 

東京メトロ副都心線開通 
利便性の向上で新宿もさらに活況が期待されます 

「みどりのカーテンプロジェクト」実施！ 
自然のカーテンでヒートアイランド
緩和を。公共施設・学校のほか、区
民・事業所の参加も得て展開中です 
 

「四谷ひろば」が発足 
旧四谷第四小学校の跡地に、地域文化の拠点を目指
した交流の場が。地域ひろば、東京おもちゃ美術館、
CCAAアートプラザが入っています 

●区政のここを問う 
ボリュームアップ！３ページの大紙面に、全質問議員の質疑を集約 ………………３～５面 

●平成20年上半期　他都市からの視察・訪問 ……………………………６面 
●平成19年度政務調査費と議長交際費の支出状況 ……………………６面 

●議員研修会を開催しました ………………………………………………２面 

●「（仮称）自治基本条例」制定に向けて地域懇談会を実施！ ……………………７面 
●特別委員会の地方都市視察報告 ………………………………………７面 

●全議員視察中強羅区民保養所（つつじ荘）を視察 ………………………８面 

●沖縄全戦没者追悼式に参加 ……………………………………………７面 
●今定例会で議決した意見書 ……………………………………………８面 
●皆様から託された請願・陳情の処理状況 ……………………………………８面 

　今定例会では、区長提出と議員提出あわせて22件の議案が可決されました。 
　条例では、新宿区が景観行政団体となることについて都から同意を得たことから、景観計画の策定や届出に
係る事務等を定める『新宿区景観法に基づく景観計画の策定及び届出行為等に関する条例』の制定や、西新宿五丁
目の再開発に関し、都市計画決定がなされたため、建築物の用途・敷地等の制限について定める『新宿区地区
計画の区域内における建築物の制限に関する条例』の一部改正、平成21年度から新宿区立図書館3館の管理を指定
管理者に行わせることとするほか、開館時間等を変更する『新宿区立図書館設置条例』の一部改正などを可決。
このほか、信濃町･西落合の2つの児童館の耐震補強・改修工事契約などを可決しました。･･･関連記事２面 
 

　ひきこもりセーフティネットのモデル事業として、就労支援の推進のため約990万円、生活安定応援事業のため約2,760万円、信濃町保育園の
用地買収及び整備のため約1億3,900万円などの補正予算案を可決しました。････････････････････････････････････････････････関連記事２面 

　今定例会では、年金・健康保険福祉施設整理機構に移管されている社会保険新宿診療所についての『新宿区の医
療充実のために社会保険新宿診療所を公益性の強い医療機関としての存続を要望する意見書』及び子宮頸がんの予
防・早期発見の取り組みを推進するため、予防ワクチンの早期承認に向けた審査等を求める『子宮頸がん予防ワク
チンに関する意見書』を議決し、国会等に提出しました。･･････････････････････････････････関連記事２、８面 

■ ■ ひきこもりがちな若者のサポート事業を実施 
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今定例会 で  した議 案 決 可 

＝＝新宿区が“景観行政団体”に！＝＝ 

＝＝平成２０年度一般会計補正予算１億７，９５５万８千円を可決＝＝ 

◆第2回定例会 

6／ 9 （月）…議会運営委員会、本会議（代表質問：新無ク・社会・自民・公明・共産） 

6／10（火）…議会運営委員会、本会議（代表質問：民主・花マル、一般質問）、委員長会 

6／11（水）…常任委員会（総務区民、福祉健康、環境建設、文教委員会） 

6／12（木）…常任委員会（総務区民、福祉健康、環境建設、文教委員会）  

6／13（金）…特別委員会（防災等安全対策、自治・地方分権） 

6／16（月）…特別委員会（議会・行財政改革）、議会運営委員会 

6／18（水）…議会運営委員会、本会議（議案の採決、意見書の採決等） 

発行：新宿区議会 



議案の概要と審議結  果 （賛成… 〇  反対…×） 

平 成 ２０ 年 （ ２００８ 年 ） ７ 月 ２５ 日 2 No. ２３６ 

○２０年第２回定例会（６月９日～６月１８日） 
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概　　　　　要 議　案　名 自民 公明 共産 民主 新無ク 社会 花マル 議決結果 

可決 ○ ○ × ○ ○ × ○ 
補正予算額：1億7,955万8千円 
補正の理由：就労支援の推進に要する経費、生活安定応援事業に要する経費、信濃町保育園園庭用

地買収及び整備等に要する経費、図書館の指定管理者の選定に要する経費の計上。 
平成２０年度新宿区一般会計補正予算（第１号） 

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 区が景観行政団体になることについて都の同意が得られたことに伴い、景観行政団体として行うべき事
務（景観計画の策定、景観法に基づく届出の受付事務等）を実施するため、新たに条例を制定する。 新宿区景観法に基づく景観計画の策定及び届出行為等に関する条例 

1　住民基本台帳法の改正に伴い、規定を整備するとともに、題名を「新宿区住民基本台帳制度の適
正な運用に関する条例」に改める。 

２　同一世帯に属さない代理人等（法定代理人を除く。）から住民票コード付き住民票の写し等の交付
請求があったときは、その写し等を請求者本人に直接郵送することとする。 

３　転出届、転入届等の届出者や代理人等が、やむを得ない理由により運転免許証等や戸籍謄本、委
任状等の提示、提出をできない場合には、届出を受理した旨を届出者本人に通知することとする。 

４　つきまとい等行為又は暴力行為に係る特例的措置の申出があったときは、申出者の同意を得て、その
情報を関係機関に提供することができるものとする。 

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 新宿区住民基本台帳基本条例の一部を改正する条例 

１　地方自治法第244条の2第3項の規定に基づき、戸山図書館、北新宿図書館及び中町図書館の管
理を指定管理者に行わせるため、規定を整備するとともに、題名を「新宿区立図書館条例」に改める。 
　・図書館の事業、開館時間、休館日等基本的な事項を規定する。 
　・指定管理者を導入する３図書館及び中央図書館の開館時間を拡大する。（午前10時から→午前9時から） 
　・指定管理者に関する事項について規定する。（選定方法、管理業務の範囲、協定事項等） 
２　図書館（分館を除く。）の開館日の拡大を図るため、特別整理期間を短縮する。（10日以内→7日以内） 

可決 ○ ○ × ○ ○ × ○ 新宿区立図書館設置条例の一部を改正する条例 

戸籍法の改正に伴い、所要の改正を行う。 
１　学術研究等に利用する戸籍情報を提供する場合について、新たな事務手数料を設ける。 
　　（戸籍一部証明書交付手数料：450円/通、除籍一部証明書交付手数料：750円/通） 
２　不受理申出書に係る記載事項証明書の交付手数料については、現行の不受理申出書記載事項証
明書交付手数料ではなく、戸籍届書等記載事項証明書交付手数料の一種として徴収することとする。 

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 新宿区戸籍事務手数料条例の一部を改正する条例 

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 新宿区立信濃町児童館等耐震補強及び内外装改修工事請負契約 新宿区立信濃町児童館等耐震補強及び内外装改修工事を施行するもの。 

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 新宿区立西落合児童館等耐震補強及び内外装改修工事請負契約 新宿区立西落合児童館等耐震補強及び内外装改修工事を施行するもの。 

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 新宿区戸塚特別出張所等区民施設建設電気設備工事請負契約 新宿区戸塚特別出張所等区民施設建設電気設備工事を施行するもの。 

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 新宿区立北新宿第二児童館等冷暖房設備その他更新工事請負契約 新宿区立北新宿第二児童館等冷暖房設備その他更新工事を施行するもの。 

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 新宿区役所第二分庁舎分館建設工事請負契約 新宿区役所第二分庁舎分館建設工事を施行するもの。 

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 新宿区戸塚特別出張所等区民施設建設建築工事請負契約 新宿区戸塚特別出張所等区民施設建設建築工事を施行するもの。 

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 新宿区立小・中学校の机及びいすの買入れについて 区立小・中学校の児童用及び生徒用の机及びいすの老朽化に伴い、1万1,100組の買入れを行う。 

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※1図書館資料用ＩＣタグ等の買入れについて 図書館資料管理用として、ＩＣタグ97万1,000枚及びＩＣタグちょう付道具12個の買入れを行う。 

決定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 中村廣子氏 

決定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 人権擁護委員候補者の推薦に関する意見の聴取について（3件) 甲野惠美氏 

決定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 加藤茂行氏 

１　非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の改正に伴い、配偶者以外の扶養親族に
係る補償基礎額の加算額を改める。 

２　株式会社日本政策金融公庫法の施行に伴い、「国民生活金融公庫」を「株式会社日本政策金融
公庫」に改める。 

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 災害に際し応急措置の業務等に従事した者の損害補償に関する条例の一部
を改正する条例 

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

（平成20年4月30日付で行った専決処分について、承認を求めるもの。） 
地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴い、所要の改正を行った。 
１　特定中小会社が発行した株式に係る譲渡益に関する軽減特例措置を廃止する。 
２　特別区民税の住宅借入金等特別税額控除の適用を受けるための申告書は、納税通知書が送達さ
れる時までに提出する必要があったが、区長がやむを得ない理由があると認めるときは、送達後において
も適用を受けることができるものとする。 

専決処分の承認について 
（新宿区特別区税条例の一部を改正する件） 

可決 ○ ○ × ○ ○ × × 西新宿五丁目中央北地区地区計画の都市計画決定に伴い、地区計画区域内における建築物の構造
等の制限を定める必要があるため、適用区域、制限事項及び罰則に係る事項を追加する。 

新宿区地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正
する条例 

新宿区総合計画、新宿区住宅マスタープラン等の内容を踏まえ、ワンルームマンションの建築及び管理
に関する基本的事項について、所要の改正を行う。 
１　住戸の専用面積水準等の見直し 
２　自動二輪車駐車場の付置義務の追加 
３　管理人室を設置し、管理人を駐在させて管理を行うべき基準の見直し 
４　地域におけるコミュニティの推進に関し必要な措置を講ずる旨の義務の追加 
５　高齢者の利用に配慮した住戸の設置基準の見直し 

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 新宿区ワンルームマンション等の建築及び管理に関する条例の一部を改正す
る条例 

否決 × × ○ × × × ○ 所得の低い高齢者の生活の安定を図るため、介護保険の保険料に係る負担軽減を目的とした助成金の
支給に関し、必要な事項を定める。 新宿区介護保険の保険料に係る負担軽減のための助成に関する条例 

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 子宮頸がん予防ワクチンに関する意見書 

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
８面の意見書の要旨をご覧ください。 新宿区の医療充実のために社会保険新宿診療所を公益性の強い医療機関

としての存続を要望する意見書 

※1　花マルは棄権 
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強
実
施
者
）
を
対

象
と
す
る
共
済
制
度
、

e
揺
れ
に
よ
る
被

害
を
免
責
と
し
、

震
後
火
災
の
み
を

対
象
と
す
る
新
し

い
地
震
保
険
を
提

案
す
る
。
　
　
 

 講
演
で
は
、
ス
ク

リ
ー
ン
を
使
い
、
災
害
現
場
の
惨
状
を
伝

え
る
生
々
し
い
画
像
や
、
耐
震
補
強
・
転

倒
防
止
器
具
の
効
果
の
実
験
映
像
な
ど
、

思
わ
ず
息
を
呑
む
シ
ー
ン
が
映
し
出
さ
れ

ま
し
た
。
 

　
現
場
を
見
て
の
調
査
・
分
析
に
裏
打
ち

さ
れ
た
目
黒
教
授
の
講
演
は
力
強
く
、
ま
た
、

行
政
の
多
く
の
施
策
は
一
発
勝
負
の
や
り

っ
ぱ
な
し
、
と
厳
し
い
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
行
政
の
認
識
や
常
識
に
一
石

を
投
じ
る
こ
の
講
演
は
、
研
修
に
参
加
し

た
議
員
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
防
災
認

識
を
問
い
直
す
良
い
契
機
と
な
る
も
の
で
、

大
き
な
拍
手
の
中
、
講
演
は
終
了
し
ま
し
た
。
 

 　
新
宿
区
議
会
で
は
、

日
頃
の
調
査
・
研
究
に

加
え
、
喫
緊
の
課
題
に

対
し
て
こ
の
よ
う
に
専

門
家
を
招
い
て
研
修
会

を
開
催
し
、
議
員
の
自

己
研
鑽
と
さ
ら
な
る
資

質
向
上
に
努
め
て
い
き

ま
す
。
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質
問
　
q
外
国
人
と
地
域
の
相
互
理

解
へ
の
施
策
の
工
夫
は
。
w
大
久
保

地
区
を
地
域
と
の
融
合
の
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
に
し
て
は
。
e
外
国
人
の
子
ど

も
達
へ
の
日
本
語
サ
ポ
ー
ト
指
導
の

成
果
は
。
他
の
多
文
化
共
生
施
策
と

の
連
携
が
必
要
で
は
。
 

答
弁
　
q
今
年
度
、
区
内
で
生
活
を

始
め
る
全
外
国
人
対
象
の
情
報
誌
を

外
国
人
参
加
で
作
成
。
顔
の
見
え
る

関
係
づ
く
り
を
推
進
。
w
取
組
み
を

区
全
体
で
共
有
す
る
。
e
初
期
指
導

に
成
果
。
事
業
間
で
の
連
携
に
努
力
。
 

 

新
宿
区
議
会
無
所
属
ク
ラ
ブ
 

の
づ
た
け
し
 

新
宿
区
議
会
公
明
党
 

鈴
木
ゆ
き
え
 

質
問
　
い
よ
い
よ
６
月
14
日
に
東
京

メ
ト
ロ
副
都
心
線
が
開
業
す
る
。
区

は
、
街
の
更
な
る
活
性
化
の
た
め
に

も
地
元
地
域
と
協
力
し
、
対
策
を
講

じ
る
必
要
が
あ
る
。
q
サ
ブ
ナ
ー
ド

を
明
治
通
り
ま
で
延
長
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
区
長
は
、
関
係
機
関
、
周

辺
地
権
者
な
ど
と
検
討
会
を
立
ち
上

げ
、
サ
ブ
ナ
ー
ド
と
地
下
鉄
13
号
線

コ
ン
コ
ー
ス
接
続
に
向
け
て
検
討
し

て
い
く
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
ど
こ

ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。
w
東
京
メ

ト
ロ
副
都
心
線
の
開
業
に
よ
る
西
早

稲
田
駅
、
東
新
宿
駅
、
特
に
新
宿
三

丁
目
駅
を
起
点
と
し
た
街
の
あ
り
方

を
区
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
 

答
弁
　
q
サ
ブ
ナ
ー
ド
と
地
下
鉄
副

都
心
線
コ
ン
コ
ー
ス
の
接
続
に
つ
い

て
は
、
東
京
都
と
の
検
討
会
を
18
年

度
に
立
ち
上
げ
、
19
年
度
に
は
整
備

形
態
の
検
討
を
行
い
関
係
機
関
と
調

整
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
商
店
会
、

地
権
者
等
と
意
見
交
換
会
を
開
催
す

る
な
ど
延
伸
方
策
の
検
討
に
も
取
り

組
ん
だ
。
し
か
し
、
調
整
す
べ
き
課

題
が
残
り
引
き
続
き
実
現
に
向
け
検

討
を
進
め
る
。
w
西
早
稲
田
駅
周
辺

で
は
戸
山
公
園
一
体
の
緑
創
出
や
歩

行
者
空
間
の
整
備
を
、
東
新
宿
駅
周

辺
で
は
駅
前
広
場
の
整
備
や
新
宿
文

化
セ
ン
タ
ー
へ
の
導
入
路
と
し
て
整

備
を
進
め
る
。
特
に
、
新
宿
三
丁
目

駅
は
、
J
R
新
宿
駅
と
新
宿
三
丁
目

駅
ま
で
を
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
し
て

捉
え
、
回
遊
性
の
あ
る
歩
行
者
空
間

を
創
り
ま
ち
の
賑
わ
い
を
創
出
す
る
。
 

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

質
問
　
こ
の
4
月
に
始
ま
っ
た
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
は
、
い
ろ
い
ろ
な

論
議
を
呼
ん
で
い
る
。
q
制
度
の
区

民
へ
の
広
報
、
説
明
、
周
知
は
ど
う

行
っ
て
き
た
か
。
今
後
、
新
た
な
施

策
の
実
施
に
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
が

必
要
か
。
w
こ
の
制
度
に
対
す
る
特

徴
的
な
区
民
の
意
見
は
。
そ
の
対
応

は
。
e
制
度
の
改
善
点
と
政
府
へ
の

要
望
は
。
r
高
齢
者
の
活
力
を
ど
う

活
か
す
べ
き
と
考
え
る
か
。
 

答
弁
　
q
制
度
の
区
民
へ
の
広
報
な

ど
は
、
区
の
広
報
等
で
の
周
知
、
高

齢
者
ク
ラ
ブ
会
長
会
、
地
域
説
明
会

等
で
の
説
明
、
お
知
ら
せ
の
発
送
、

新
聞
折
り
込
み
等
で
実
施
。
今
後
の

新
た
な
施
策
に
は
、
分
か
り
や
す
い

説
明
、
個
別
の
周
知
が
必
要
。
w
区

民
の
意
見
で
多
か
っ
た
の
は
保
険
料

負
担
。
制
度
の
趣
旨
等
を
説
明
し
理

解
を
得
る
よ
う
努
め
た
。
e
制
度
の

改
善
点
は
、
低
所
得
者
の
保
険
料
軽

減
の
拡
大
等
。
国
に
対
し
て
制
度
周

知
や
調
整
交
付
金
の
確
保
な
ど
要
望
。

r
高
齢
者
の
活
力
は
、
生
涯
現
役
塾

の
開
催
、
就
労
支
援
等
で
活
か
す
。
 

  質
問
　
わ
が
国
の
食
糧
の
自
給
率
は

40
％
を
割
り
込
ん
で
い
る
。
安
全
で

確
実
に
食
糧
を
確
保
す
る
に
は
、
自

給
率
を
高
め
食
糧
の
無
駄
を
少
な
く

す
る
こ
と
が
大
切
。
食
糧
を
大
事
に

す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の
時
に
き
ち

ん
と
教
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
。
q

都
内
の
学
校
で
は
、
残
菜
処
理
施
設

を
設
置
し
て
い
る
が
区
と
し
て
ど
う

考
え
る
の
か
。
w
残
菜
処
理
施
設
の

設
置
の
モ
デ
ル
校
を
検
討
し
て
は
。
 

答
弁
　
q
残
菜
は
業
者
に
委
託
し
家

畜
等
の
飼
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
化

を
図
っ
て
い
る
。
環
境
面
、
コ
ス
ト

面
で
優
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

w
生
ゴ
ミ
の
一
部
を
校
内
で
処
理
す

る
こ
と
は
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
や
資
源

循
環
型
社
会
の
モ
デ
ル
と
な
る
の
で

検
討
し
て
い
く
。
 

質
問
　
少
子
高
齢
化
の
進
展
で
社
会

構
造
が
急
激
に
変
化
し
、
女
性
の
社

会
進
出
は
時
代
の
要
請
で
あ
る
。
q

女
性
の
人
生
を
ト
ー
タ
ル
に
支
援
す

る
公
明
党
の
「
女
性
サ
ポ
ー
ト
・
プ

ラ
ン
」
に
つ
い
て
の
所
感
は
。
w
妊

婦
健
診
の
完
全
無
料
化
を
。
e
開
設

予
定
の（
仮
称
）新
宿
仕
事
セ
ン
タ
ー

に
女
性
の
就
労
支
援
の
情
報
窓
口
を
。
 

答
弁
　
q
一
生
を
見
通
す
視
点
は
重

要
。
w
今
後
実
態
等
を
踏
ま
え
、
負

担
軽
減
を
検
討
。
e
今
後
検
討
。
 

  質
問
　
q
認
知
症
高
齢
者
へ
の
支
援

策
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
（ア）
予

防
・
早
期
診
断
・
早
期
対
応
へ
の
取

組
み
は
。
（イ）
区
内
の
開
業
医
の
協
力

で
医
療
体
制
を
確
立
す
べ
き
。
（ウ）
家

族
へ
の
経
済
的
・
精
神
的
支
援
を
。

w
健
康
診
査
に
聴
力
検
査
の
項
目
を
。

e
今
後
も
身
近
な
地
域
に
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
を
。
 

答
弁
　
q
（ア）
講
演
会
等
で
の
知
識
の

普
及
啓
発
の
ほ
か
、
認
知
症
予
防
教

室
、
専
門
医
に
よ
る
相
談
等
を
実
施
。

（イ）
認
知
症
対
応
か
か
り
つ
け
医
の
養

成
研
修
の
実
施
等
、
体
制
整
備
に
努

め
て
い
る
。
（ウ）
徘
徊
高
齢
者
探
索
サ

吉
住
　
健
一
 

自
由
民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団
 

代 

表 

質 

問 

代 

表 

質 

問 

代 

表 

質 

問 

新
宿
区
は
先
駆
的
立
場
で
 

多
文
化
共
生
の
施
策
モ
デ
ル
を
示
せ
！
 大久保小学校で行われた多文化防災訓練のようす 

質
問
　
高
齢
者
に
は
医
療
抑
制
か
負

担
増
か
の
選
択
肢
の
み
で
、
高
齢
者

を
見
捨
て
る
医
療
制
度
だ
。
q
な
ぜ

対
象
者
を
75
歳
以
上
と
限
定
し
た
の

か
。
w
年
金
か
ら
の
天
引
き
を
止
め

る
べ
き
。
e
現
場
の
医
師
の
声
を
ど

う
受
け
止
め
る
の
か
。
r
区
民
の
疑

問
・
不
安
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

t
制
度
を
廃
止
す
る
し
か
な
い
。
 

答
弁
　
q
老
人
医
療
制
度
の
受
け
皿
。

w
状
況
を
見
て
対
応
。
e
医
師
・
区

民
の
声
を
受
け
止
め
る
。
r
相
談
体

制
を
整
え
る
。
t
制
度
を
円
滑
に
運
営
。
 

後期高齢者医療制度 
後期高齢者医療制度

 

後期高齢者医療制度 後期高齢者医療制度 後期高齢者医療制度 

社
会
新
宿
区
議
会
議
員
団
 

か
わ
の
達
男
 

代 

表 

質 

問 

高齢者切り捨ての「後期高齢者医療制度」は廃止を 

副都心線が開通！ 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
廃
止
せ
よ
 

東
京
メ
ト
ロ
副
都
心
線
開
業
に
つ
い
て
 

高
齢
者
の
安
心
と
活
力
に
つ
い
て
 

学
校
給
食
の
残
菜
処
理
に
つ
い
て
 

高
齢
者
対
策
の
充
実
を
！
 

女
性
の
人
生
を
ト
ー
タ
ル
で
 

サ
ポ
ー
ト
す
る
施
策
を
！
 

妊婦健診の完全無料化を！ 

答 
弁 

答 
弁 

質 
問 

質 
問 

答 
弁 

答 
弁 

答 
弁 

答 
弁 

答 
弁 

質 
問 

質 
問 

質 
問 

質 
問 

質 
問 
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ー
ビ
ス
等
実
施
。
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
を
開
催
。
今
後
一
層
の

取
り
組
み
を
検
討
。
w
検
討
す
る
。

e
今
後
も
整
備
が
必
要
。
次
期
介
護

保
険
事
業
計
画
策
定
の
中
で
検
討
。
 

  質
問
　
q
区
の
認
識
・
役
割
は
。
w

今
後
の
事
業
の
具
体
的
内
容
は
。
e

補
正
予
算
に
よ
る
事
業
と
区
の
当
初

事
業
と
の
関
連
と
今
後
は
。
r
（
仮

称
）
新
宿
仕
事
セ
ン
タ
ー
で
相
談
か

ら
就
労
ま
で
の
総
合
的
支
援
を
。
 

答
弁
　
q
重
要
な
施
策
と
認
識
。
相

談
か
ら
就
労
ま
で
一
貫
し
た
支
援
の

第
一
線
の
役
割
を
果
た
す
。
w
親
向

け
の
セ
ミ
ナ
ー
、
就
職
面
接
会
等
予
定
。

ひ
き
こ
も
り
が
ち
な
若
者
へ
の
サ
ポ
ー

ト
事
業
を
前
倒
し
で
実
施
。
e
当
初

予
算
で
の
予
定
事
業
と
一
体
的
に
展

開
。
来
年
度
以
降
も
推
進
す
る
。
r

総
合
的
支
援
体
制
作
り
に
取
り
組
む
。
 

   質
問
　
q
発
達
障
害
の
早
期
発
見
の

た
め
、
健
診
と
支
援
体
制
の
強
化
が

必
要
で
は
。
w
特
別
支
援
学
級
や
通

級
指
導
学
級
の
増
設
と
地
域
バ
ラ
ン

ス
へ
の
配
慮
が
必
要
だ
が
。
e
特
別

な
配
慮
を
要
す
る
子
に
対
す
る
個
別

指
導
計
画
の
現
状
と
今
後
は
。
r
障

害
が
あ
っ
て
も
生
き
生
き
と
暮
ら
せ

る
新
宿
を
実
質
的
に
作
り
上
げ
て
い

く
た
め
、
発
達
障
害
者
及
び
障
害
者

の
た
め
の
条
例
を
。
 

答
弁
　
q
体
制
の
強
化
充
実
を
図
る
。

健
診
に
つ
い
て
は
条
件
整
備
を
行
う
。

w
中
学
の
通
級
指
導
学
級
新
設
は
喫

緊
の
課
題
。
開
設
の
際
は
バ
ラ
ン
ス
・

距
離
等
配
慮
す
る
。
e
保
護
者
と
の

連
携
や
内
容
に
課
題
の
あ
る
学
校
も
。

今
後
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
へ
の
研
修
会
等
を
通
し
て
適
切

な
モ
デ
ル
を
示
し
、
評
価
・
改
善
を

指
導
。
r
障
害
者
施
策
推
進
協
議
会

等
の
意
見
を
聞
き
十
分
検
討
す
る
。
 

   質
問
　
q
新
学
習
指
導
要
領
で
小
学

校
の
外
国
語
教
育
が
必
修
化
。
５
・

６
年
生
で
35
時
間
の
授
業
実
施
と
聞

く
。
区
は
い
つ
か
ら
取
組
む
の
か
。

条
件
整
備
は
。
w
外
国
籍
の
子
ど
も

へ
の
日
本
語
指
導
に
つ
い
て
「
日
本

語
適
応
指
導
」
か
ら
「
日
本
語
サ
ポ

ー
ト
指
導
」
へ
の
変
更
の
理
由
と
そ

の
違
い
、
今
後
の
見
通
し
は
。
 

答
弁
　
q
21
年
度
か
ら
前
倒
し
で
実

施
。
小
・
中
連
携
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作

成
、
研
修
で
の
指
導
力
向
上
等
図
る
。

w
要
請
が
増
え
た
教
科
学
習
支
援
の

強
化
を
目
的
に
事
業
名
を
変
更
。
教

育
セ
ン
タ
ー
で
の
集
中
指
導
や
協
働

で
の
学
校
へ
の
支
援
員
派
遣
を
開
始
。
 

　
こ
の
他
「
医
療
制
度
改
革
」
「
保

育
園
待
機
児
童
解
消
と
学
童
ク
ラ
ブ

利
用
児
童
の
増
加
対
策
」
「
行
政
参

画
の
意
識
高
揚
と
資
金
調
達
」
「
小

児
の
生
活
習
慣
病
対
策
」
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
 

近
藤
　
な
つ
子
 

日
本
共
産
党
新
宿
区
議
会
議
員
団
 

民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団
 

小
野
 
き
み
子
 

質
問
　
原
油
価
格
の
高
騰
で
、
輸
送

経
費
が
食
料
の
値
上
げ
や
電
気
ガ
ス

な
ど
公
共
料
金
の
大
幅
な
引
き
上
げ
 

を
も
た
ら
し
て
い
る
。
所
得
が
低
迷

す
る
な
か
、
物
価
高
が
家
計
を
直
撃

し
区
民
生
活
は
疲
弊
し
て
い
る
。
新

宿
区
政
が
区
民
の
暮
ら
し
と
営
業
を

支
え
る
べ
き
と
き
、
q
足
立
区
の
学

校
給
食
支
援
策
、
米
の
現
物
支
給
を

ど
う
思
う
か
。
給
食
費
の
据
え
置
き

と
食
材
の
現
物
支
給
を
検
討
し
て
は
。

w
社
会
福
祉
協
議
会
の
貸
付
金
制
度

は
あ
ま
り
知
ら
れ
ず
条
件
も
多
い
。

条
件
緩
和
と
限
度
額
増
額
を
。
低
所

得
家
庭
の
子
ど
も
の
塾
代
、
大
学
受

験
料
を
区
が
給
付
し
て
は
。
e
石
油

高
騰
の
影
響
が
大
き
い
業
界
に
は
現

金
給
付
を
含
め
た
支
援
を
。
r
低
所

得
高
齢
者
の
熱
中
症
予
防
に
エ
ア
コ

ン
購
入
補
助
や
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
活

用
を
。
生
活
保
護
世
帯
に
エ
ア
コ
ン

の
電
気
代
と
し
て
独
自
に
見
舞
金
を
。
 

答
弁
　
q
食
材
費
の
価
格
上
昇
に
、

学
校
給
食
も
影
響
を
受
け
て
い
る
と

承
知
し
て
い
る
。
足
立
区
の
方
針
は

様
々
な
状
況
で
の
判
断
と
認
識
。
本

区
は
今
年
度
値
上
げ
を
見
合
わ
せ
、

工
夫
に
よ
り
、
よ
り
良
い
給
食
の
提

供
に
努
め
、
物
価
上
昇
の
推
移
を
見

守
る
。
公
費
負
担
、
現
物
支
給
は
考

え
て
い
な
い
。
w
緊
急
時
の
生
活
資

金
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
利
便
性

を
考
慮
し
た
制
度
に
な
っ
て
い
る
が

よ
り
一
層
制
度
の
普
及
に
努
め
、
き
 

            

め
細
か
く
相
談
に
応
じ
る
。
都
の
生

活
安
定
化
総
合
対
策
事
業
の
対
象
外

と
な
る
、
生
活
保
護
世
帯
の
中
学
２
・

３
年
生
の
高
校
進
学
に
向
け
た
塾
代

を
支
援
す
る
。
e
原
油
高
騰
の
影
響

は
特
定
の
業
種
に
限
ら
な
い
。
区
と

し
て
は
制
度
融
資
の
活
用
や
相
談
と

の
連
携
で
支
援
す
る
。
公
衆
浴
場
に

は
、
環
境
負
荷
軽
減
と
石
油
高
騰
対

策
か
ら
ガ
ス
化
へ
の
転
換
設
備
補
助

を
強
化
し
経
営
を
安
定
化
。
r
指
摘

さ
れ
た
制
度
の
導
入
は
考
え
て
い
な

い
が
、
見
守
り
体
制
を
今
後
も
強
化
。
 

  質
問
　
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り

介
護
事
業
者
の
経
営
が
悪
化
し
社
会

問
題
に
。
介
護
職
員
の
労
働
条
件
が

下
が
り
負
担
が
重
く
、
人
材
の
確
保

が
困
難
。
q
こ
の
状
況
を
ど
う
認
識

し
て
い
る
か
。
w
介
護
報
酬
引
き
上

げ
と
国
庫
負
担
増
を
国
に
迫
る
べ
き
。

e
介
護
職
員
確
保
の
た
め
、
区
が
財

政
支
援
を
講
じ
国
や
都
に
も
働
き
か

け
を
。
r
基
盤
が
不
安
定
な
単
独
・

小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援
は
。
t
過

酷
な
条
件
の
中
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

離
職
が
増
加
。
区
は
制
度
の
改
善
を

国
に
要
望
す
る
べ
き
。
区
の
支
援
策

は
。
y
財
務
省
の
「
要
介
護
2
以
下

は
支
給
対
象
外
」
試
案
を
ど
う
受
け

止
め
る
か
。
国
に
容
認
で
き
な
い
こ

と
を
申
し
入
れ
る
べ
き
。
 

答
弁
　
q
待
遇
面
で
介
護
人
材
の
確

保
が
難
し
く
、
制
度
を
揺
る
が
す
問

題
と
認
識
。
w
介
護
報
酬
を
改
善
し

利
用
者
負
担
が
増
加
し
な
い
よ
う
国

に
要
望
。
e
国
に
は
早
急
に
対
策
を

講
じ
る
よ
う
要
望
。
r
事
業
者
の
困

難
な
現
状
を
認
識
し
安
定
的
な
運
営

が
図
ら
れ
る
よ
う
国
へ
要
望
。
t
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
仕
事
と
介
護
報
酬

が
見
合
わ
な
い
実
情
は
把
握
、
国
へ

働
き
か
け
る
。
民
間
ケ
ア
マ
ネ
へ
の

支
援
に
も
課
題
と
し
て
取
組
む
。
y

現
段
階
で
は
財
政
的
な
見
直
し
の
一

つ
の
選
択
肢
と
受
け
止
め
る
。
今
後

も
国
の
動
向
を
見
守
り
、
介
護
現
場

の
声
を
伝
え
て
い
く
。
 

　
こ
の
他
「
区
長
の
政
治
姿
勢
」
「
道

路
交
通
法
改
正
に
伴
う
自
転
車
の
通

行
対
策
」
等
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。
 

後期高齢者を泣かせないで 

質
問
　
75
歳
以
上
の
年
齢
層
だ
け
を

ま
と
め
た
医
療
制
度
は
、
保
険
の
名

に
値
す
る
か
ど
う
か
、
子
ど
も
で
も

分
か
る
欠
陥
制
度
で
あ
る
。
永
年
に

わ
た
り
年
金
と
保
険
料
を
払
い
続
け

た
高
齢
者
を
、
歳
を
と
っ
て
医
療
費

が
か
か
る
か
ら
と
言
っ
て
「
金
食
い

虫
、
早
く
消
え
ろ
」
と
言
わ
ん
ば
か

り
の
や
り
方
は
絶
対
に
止
め
る
べ
き
。

q
広
域
連
合
と
区
市
町
村
が
連
携
し

て
の
事
務
分
担
で
、
運
営
が
ス
ム
ー

ズ
に
行
わ
れ
る
の
か
。
w
広
域
連
合

の
職
員
は
、
ど
こ
か
ら
派
遣
さ
れ
て

い
る
の
か
。
e
現
場
を
知
る
区
の
職

員
を
派
遣
す
べ
き
。
r
老
人
保
健
施

設
に
リ
ハ
ビ
リ
専
門
の
作
業
療
法
士

は
い
る
の
か
。
t
後
期
高
齢
者
制
度

を
、
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。
y
区

の
高
齢
者
医
療
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
 

答
弁
　
q
広
域
連
合
と
区
市
町
村
と

の
間
で
は
、
十
分
な
協
議
や
調
整
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
広
域
連
合
・

国
・
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
ス

ム
ー
ズ
な
運
営
に
努
め
る
。
w
広
域

連
合
の
職
員
は
、
特
別
区
（
41
人
）
・

市
町
村
（
20
人
）
・
東
京
都
（
２
人
）

か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
e
今
後
も
、

現
場
に
近
い
職
員
を
派
遣
し
て
い
く
。

r
区
内
の
施
設
で
は
、
作
業
療
法
士

１
〜
2
名
、
理
学
療
法
士
１
〜
３
名

が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
t
国
民
皆
保

険
を
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
に
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
y
誰
も

が
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
が
重
要
。
所
得
の
少
な
い
方
や
健

康
に
不
安
を
持
っ
て
い
る
方
に
配
慮

し
た
医
療
が
必
要
。
 

              　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

質
問
　
区
は
法
制
定
の
は
る
か
以
前

か
ら
「
自
治
体
の
責
務
」
を
十
二
分

に
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
、
社
会

全
体
に
、
切
れ
や
す
い
・
う
っ
憤
を

弱
者
に
向
け
る
性
格
の
人
が
増
え
て

い
る
折
、
な
お
一
層
の
対
策
が
必
要
。

q
離
婚
が
成
立
す
る
ま
で
の
母
子
家

庭
に
対
す
る
児
童
扶
養
手
当
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。
w
逃
げ
て

き
た
女
性
・
母
子
に
対
し
当
面
の
生

活
費
の
支
給
を
含
め
、
ど
の
よ
う
な

経
済
的
援
助
を
行
っ
て
い
る
か
。
 

答
弁
　
q
Ｄ
Ｖ
か
ら
逃
れ
一
年
経
過

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
諸
問
題
に
つ
い
て
 

若
年
者
の
就
労
支
援
対
策
に
つ
い
て
 

発
達
障
害
児
・
者
支
援
と
 

障
害
者
施
策
に
つ
い
て
 

学
校
で
の
英
語
教
育
と
 

日
本
語
教
育
に
つ
い
て
 

介
護
事
業
者
と
職
員
の
支
援
策
に
つ
い
て
 

改
正
Ｄ
Ｖ
法
と
 

自
治
体
の
責
務
に
つ
い
て
 

答 
弁 

答 
弁 

答 
弁 

答 
弁 

質 
問 

質 
問 

質 
問 

質 
問 

答 
弁 

質 
問 

答 
弁 

答 
弁 

質 
問 

質 
問 

代 

表 

質 

問 

代 

表 

質 

問 

物
価
高
騰
か
ら
区
民
を
守
る
施
策
に
つ
い
て
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江
戸
城
外
堀
の
保
存
・
復
元
、
 

 
 
 
 
真
田
濠
の
水
面
復
活
を
 

山
田
　
敏
行
 

社
　
会
 

認
知
症
対
策
と
介
護
保
険
に
つ
い
て
 

深
沢
と
し
さ
だ
 

自
　
民
 

小
松
　
政
子
 

公
 
明
 

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
 

赤
羽
つ
や
子
 

公
　
明
 

学
童
ク
ラ
ブ
の
定
数
オ
ー
バ
ー
対
策
 

西
落
合
児
童
館
改
修
中
・
後
の
対
応
 

川
村
の
り
あ
き
 

共
 
産
 

容
器
包
装
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
 

根
本
　
二
郎
 

新
無
ク
 

公
共
工
事
の
品
質
確
保
に
つ
い
て
 

ひ
や
ま
真
一
 

自
 
民
 

久
保
　
合
介
 

民
　
主
 

 

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
と
 

 
ご
み
の
新
分
別
収
集
に
つ
い
て
 

雨
宮
　
武
彦
 

共
　
産
 

新
宿
区
の
多
文
化
共
生
施
策
に
つ
い
て
 

下
村
　
治
生
 

自
　
民
 

区
政
モ
ニ
タ
ー
に
つ
い
て
 

お
の
 け
ん
一
郎
 

民
　
主
 

寄
附
金
税
制
の
拡
充
に
つ
い
て
 

え
の
き
秀
隆
 

新
無
ク
 

質
問
　
20
年
度
の
税
制
改
正
で
の
個

人
住
民
税
に
お
け
る
寄
附
金
税
制
の

拡
充
は
、本
来
の
国
と
地
方
の
あ
り
方

を
、短
絡
的
に
都
市
対
地
方
に
す
り

替
え
た
も
の
で
、容
認
で
き
な
い
。
q

新
宿
区
へ
の
影
響
は
。
w
現
実
問
題
と

し
て
の
制
度
の
活
用
に
つ
い
て
、研
究
等

の
意
思
が
あ
る
か
。
 

答
弁
　
q
具
体
的
な
影
響
額
は
予
測

で
き
な
い
。
w
区
に
寄
附
金
が
あ
っ
た

場
合
の
取
扱
い
等
の
た
め
検
討
会
を

設
置
。
今
後
具
体
的
に
検
討
す
る
。
 

「
ど
う
す
れ
ば
区
役
所
は
 

　
　
　
　
　
　
変
わ
れ
る
の
か
」
 

図
書
館
の
指
定
管
理
者
制
度
 

 
 
 
 
 
 
導
入
に
つ
い
て
 

質
問
　
q
認
知
症
の
隠
れ
た
症
状
を

聞
き
取
る
た
め
、家
族
や
近
所
の
か
か

り
つ
け
医
の
聞
き
取
り
調
査
の
実
施
を
。

w
今
後
の
区
の
認
知
症
対
策
や
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
対
応
は
。
e
高
齢
者
虐
待

防
止
に
対
す
る
施
策
は
。
 

答
弁
　
q
認
定
の
際
の
家
族
等
へ
の

確
認
や
主
治
医
の
意
見
書
の
反
映
。

w
予
防
や
早
期
発
見
・
対
応
の
取
り

組
み
。ホ
ー
ム
は
22
年
度
に
7
施
設
114

人
に
整
備
。
e
権
利
擁
護
の
啓
発
、介

護
者
の
負
担
軽
減
。
 

質
問
　
制
度
導
入
で
q
ど
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
す
の
か
。

w
今
後
の
地
域
館
の
整
備
は
。
e
夜

間
の
開
館
時
間
延
長
は
で
き
な
い
か
。
 

答
弁
　
q
民
間
等
の
能
力
を
活
用
し

利
用
者
満
足
度
の
高
い
運
営
、
地
域

特
性
を
生
か
し
た
提
案
を
期
待
。
w

区
全
体
の
施
設
計
画
の
中
で
総
合
的

に
検
討
。
e
検
討
す
る
。
22
年
度
導

入
の
四
谷
等
３
館
は
地
域
セ
ン
タ
ー

の
閉
館
時
間
に
合
わ
せ
延
長
の
予
定
。
 

質
問
　
q
区
に
関
係
す
る
全
て
の
人

が
身
近
に
取
り
組
め
る
CO2
削
減
の
仕

組
み
を
。
w
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
推
進
策
は
。
e
伊
那
市
と

連
携
し
た
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
事

業
の
進
捗
状
況
は
。
 

答
弁
　
q
区
独
自
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
・
配
布
。
w
町
会
等
に
協
力

依
頼
。
今
後
、
新
宿
駅
周
辺
の
一
定

エ
リ
ア
で
の
取
り
組
み
で
、
効
果
的

ア
ピ
ー
ル
を
計
画
。
e
事
前
協
議
中
。

環
境
学
習
も
今
年
度
試
行
的
実
施
へ
。
 

質
問
　
q
需
要
増
に
年
次
計
画
を
。

w
東
五
軒
町
と
富
久
町
学
童
の
対
策
は
。
 

答
弁
　
q
学
校
内
学
童
ク
ラ
ブ
の
新

設
検
討
。
w
新
た
な
施
設
整
備
で
対

応
し
、了
解
を
得
る
よ
う
努
力
。
 

 質
問
　
q
一
般
児
童
へ
の
対
応
は
。
w

幼
児
の
居
場
所
は
。
 

答
弁
　
q
旧
落
合
社
教
会
館
に
居
場

所
を
確
保
。
w
幼
児
サ
ー
ク
ル
を
実
施
。

改
修
後
は
三
世
代
交
流
ス
ペ
ー
ス
に
確

保
。
落
合
第
六
幼
稚
園
舎
も
検
討
。
 

質
問
　
q
ご
み
の
新
分
別
が
４
月
か

ら
本
格
実
施
。
（ア）
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
収
集
率
は
目
標
の
70
％
と

低
調
だ
が
、
改
善
策
は
。
（イ）
資
源
循

環
型
社
会
へ
の
転
換
の
視
点
を
強
く

説
明
し
、
資
源
化
率
を
高
め
る
努
力

を
。
w
新
宿
区
独
自
で
容
器
包
装
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
専
用
の
収
集
袋
作
成
を
。
 

答
弁
　
q
（ア）
周
知
の
工
夫
、
き
め
細

か
な
対
応
を
展
開
。
（イ）
周
知
徹
底
す

る
。
w
コ
ス
ト
等
今
後
の
研
究
課
題
。

周
知
啓
発
で
資
源
回
収
率
向
上
図
る
。
 

質
問
　
q
品
質
確
保
を
さ
ら
に
徹
底

す
る
た
め
の
対
応
は
。
w
公
共
工
事

に
お
け
る
監
督
・
検
査
の
方
法
は
。

ど
の
よ
う
な
視
点
が
重
要
か
。
総
合

評
価
方
式
の
現
状
と
工
事
成
績
の
評

価
制
度
の
検
討
は
。
品
質
確
保
に
向

け
た
課
題
の
検
討
は
。
 

答
弁
　
q
入
札
、
契
約
制
度
の
見
直

し
を
検
討
。
w
技
術
系
職
員
が
監
督
・

検
査
。
安
全
性
の
確
保
が
重
要
な
視

点
。
今
後
、
品
質
確
保
に
向
け
検
討

組
織
を
設
置
。
 

質
問
　
q
「
変
わ
る
力
」
を
左
右
す
る

の
は
、自
治
体
研
修
で
指
摘
さ
れ
て
い

る
役
所
風
土
や
体
質
で
は
。
w
区
独

自
の
研
修
読
本
を
作
成
し
、職
員
一
丸

と
な
っ
て
、体
質
の
変
革
を
。
 

答
弁
　
q
組
織
風
土
や
体
質
の
変
革

も
重
要
な
要
素
。
w
区
に
ふ
さ
わ
し
い

組
織
文
化
の
醸
成
を
目
指
し
、研
修

内
容
等
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。
 

　
こ
の
他
「
バ
イ
オ
マ
ス
・
タ
ウ
ン

構
想
応
募
の
検
討
」
の
質
問
あ
り
。
 

質
問
　
q
国
に
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

の
中
期
目
標
の
設
定
を
求
め
る
べ
き
。

w
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
回
収

量
の
目
標
値
引
き
上
げ
を
。
e
そ
の
取

り
組
み
強
化
を
。
r
学
校
で
の
環
境
教

育
の
一
層
の
推
進
を
。
 

答
弁
　
q
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で
の
動
向

を
注
視
。
w
初
年
度
は
計
画
通
り
。
e

チ
ラ
シ
等
の
工
夫
や
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
説

明
会
実
施
。
r
児
童
生
徒
へ
の
周
知
や

関
係
機
関
と
連
携
し
て
充
実
。
 

質
問
　
q
大
久
保
地
区
へ
の
更
な
る

施
策
が
調
査
、検
討
、提
言
さ
れ
る
べ

き
。
w
日
本
人
児
童
の
教
育
水
準
を

維
持
す
る
こ
と
も
重
要
。
e
日
本
人
の

た
め
の
多
文
化
共
生
相
談
窓
口
や
多

文
化
共
生
相
談
員
の
設
置
を
。
 

答
弁
　
q
今
後
も
町
会
等
各
団
体
の

取
り
組
み
を
継
続
し
、具
体
的
方
策

を
強
化
。
w
確
か
な
学
力
推
進
員
等

を
配
置
し
き
め
細
か
い
指
導
に
努
め

る
。
e
多
文
化
共
生
プ
ラ
ザ
の
有
効
活

用
や
効
果
的
な
方
策
を
検
討
。
 

質
問
　
q
定
員
確
保
が
締
切
間
近
。

対
策
は
。
w
区
政
モ
ニ
タ
ー
会
議
の
運

営
は
、一
テ
ー
マ
を
掘
下
げ
た
り
、テ
ー
マ

毎
に
募
集
を
か
け
る
ほ
う
が
良
い
の
で

は
。そ
の
P
R
に
つ
い
て
。
 

答
弁
　
q
募
集
案
内
の
掲
示
増
や
募

集
当
初
か
ら
H
P
上
に
記
事
配
信
。
会

議
の
夜
間
休
日
開
催
検
討
。
w
設
置
の

趣
旨
が
様
々
な
年
代
や
立
場
か
ら
の
意

見
。
ま
た
生
活
者
の
視
点
で
異
な
る
テ

ー
マ
へ
の
意
見
が
重
要
と
考
え
る
。

H
P
上
の
会
議
意
見
掲
載
に
工
夫
図
る
。
 

後
に
受
給
可
能
。
w
当
面
の
生
活
費

な
ど
の
困
窮
に
つ
い
て
は
、
生
活
保

護
の
適
用
で
対
応
。
生
活
費
の
貸
付

や
支
給
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
協

力
を
得
て
行
っ
て
い
る
。
 

　
こ
の
他
4
件
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
 

質
問
　
厚
生
年
金
病
院
の
公
的
施
設

と
し
て
の
存
続
を
、
由
布
市
長
等
と

共
同
要
請
す
べ
き
。
q
新
宿
区
の
地

域
事
情
と
は
？
w
反
対
の
政
党
・
会

派
が
あ
る
か
。
e
区
長
と
し
て
地
域

の
要
望
を
国
に
対
し
て
主
張
・
要
請

し
て
い
く
事
が
大
事
。
r
共
同
行
動

す
る
事
が
、
国
会
の
審
議
・
国
の
施

策
に
大
き
く
影
響
を
与
え
る
。
 

答
弁
　
q
都
市
特
有
の
医
療
問
題
を

抱
え
て
い
る
。
w
な
い
と
認
識
。
e

国
に
十
分
説
明
を
求
め
対
応
。
r
地

域
事
情
を
踏
ま
え
つ
つ
対
応
。
 

な
す
　
雅
之
 

答 
弁 

答 
弁 

答 
弁 

答 
弁 

答 
弁 

答 
弁 

答 
弁 

答 
弁 

答 
弁 

質 
問 

質 
問 

質 
問 

質 
問 

質 
問 

質 
問 

質 
問 

質 
問 

答 
弁 

答 
弁 

答 
弁 

答 
弁 

質 
問 

質 
問 

質 
問 

質 
問 

由布市長の呼びかけに応じ 
存続の共同要請を 

花
マ
ル
ク
ラ
ブ
 

代 

表 

質 

問 

厚
生
年
金
病
院
の
存
続
を
 

質
問
　
q
外
濠
が
持
つ
価
値
を
維
持

し
、歴
史
的
文
化
的
な
遺
産
と
し
て

存
在
感
を
高
め
て
い
く
視
点
か
ら
の

取
り
組
み
が
必
要
。
w
上
智
大
下
空

堀
を
、本
来
の
真
田
濠
を
取
り
戻
す
と

い
う
姿
勢
に
立
ち
、水
面
を
復
元
さ
せ

る
立
場
を
堅
持
す
べ
き
。
 

答
弁
　
q
近
世
都
市
江
戸
の
骨
格
と

し
て
、ま
た
重
層
的
な
歴
史
資
産
と
捉

え
て
い
る
。
w
現
状
の
空
堀
を
前
提
と

し
保
全
を
重
点
的
に
行
う
。
 

質 
問 

質 
問 

答 
弁 

本  会  議 

決算特別委員会 
常任委員 会 
特別委員 会 

平成２０年　第３回 
定例会のお知らせ  

9月16日から10月10日までの予定 
です。主な日程は、次のとおりです。 

9月16日・17日・ 
10月10日 
9月18日～10月1日 

ぜひ傍聴にいらしてください。 
手話通訳者または要約筆記者の配置
もできます。できるだけ7日前までに
議会事務局（TEL5273-3534）まで
ご連絡ください。 

10月3日・6日 
10月7日・8日 

★ ★ 

★ ★ 
★ ★ 
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支出項目の説明 

主 な 使  途  

調査研究交通費、資料購入経 
費、広報紙発行経費など 
調査研究視察経費、資料購入 
経費、広報紙発行経費など 
区政アンケート関連経費、資料購入 
経費、広報紙発行経費など 
調査研究交通費、資料購入経 
費、広報紙発行経費など 
研修会参加経費、資料購入経 
費、広報紙発行経費など 
調査研究交通費、資料購入経 
費、広報紙発行経費など 
研修会参加経費、資料購入経 
費、広報紙発行経費など 

支出合計 
支 出  

人件費 事務費 広報費 資料費 会議費 研修費 調査研究費 
収 入  会派 

人員 

９ 

９ 

８ 

６ 

３ 

２ 

１ 

３ ８ 

会 派  名  

自  由  民  主党新宿 
区 議 会 議 員 団  

新宿区議会公明党 

日  本  共  産党新宿 
区 議 会 議 員 団  
民主党新宿区議会 
議 員 団  
新  宿 区 議 会  
無 所 属 ク ラ ブ  
社  会  新  宿区議会 
議 員 団  
新  宿 区 議 会  
花 マ ル ク ラ ブ  
合 計  

単位（円） 

政務調査費の収支報告をお知らせします 平成 １
 ９年 度
 

もっと詳しく知りたい時 

　政務調査費とは、地方自治法に基づき、新
宿区政務調査費の交付に関する条例を定め
て、議員（会派）が調査研究に使うために必要
な経費の一部として、会派に交付される経費の
ことです。 
　平成１９年度（平成１９年５月～平成２０年３月）
に交付した政務調査費がどのように使われた
のかは左記の表のとおりです。 

１ 政党活動、後援会活動、選挙運動、あるいは個人の利益のために
要する経費としての支出。 

２ 日当（１日あたりの決まった手当て）としての支出。 

３ 寄付金、賛助会費等、公職選挙法に抵触するものへの支出。 
 
４ 交際費に要する経費への支出。（結婚式の祝い金、香料、見舞金等） 

政務調査費は、次の使途に用いることはできません 

　会派は、四半期ごとに『四半期収支状況報告書』を、また、年度が終
わると『年度収支報告書』をそれぞれ３０日以内に議長に提出します。 
　報告書には、調査研究費や研修費等の項目別に、具体的な使いみ

ちと金額が書かれています。この報告書は、閲覧することができます。 
（領収書等についてもご覧いただけます。） 
　詳しくは、議会事務局までご連絡ください。 

　新宿区には、全国の自治体の議会（委員会・会派・議員）が、施策の調査のため視察に訪れています。下の表は、今年前半 
（平成20年1月～6月）に視察のあった自治体の議会と、その調査内容です。 
　また、友好都市等の訪問もあります。今年3月には、友好都市であるドイツのベルリン市ミッテ区の青少年が、4月には中国
の政治協商会議北京市東城区の委員会代表団が、訪れました。 

合 計  

金 額  件数 

接 遇  

金 額  件数 

弔 慰  

金 額  件数 

見 舞  い  

金 額  件数 

会 費  

金 額  件数 

支出項目 

支出先 

町 会  

地 域 団 体  

商 店 会  

各種関係団体  

そ の 他  

合 計  

単位（円） 

議長交際費の支出状況を公表します 平成 １
 ９年 度
 

●議長交際費とは、議長が議会を
代表して各種行事や接遇関係
など対外的な活動をするために
要する経費です。 

●毎月の執行額については、平成
１６年１月分から区議会ホームペ
ージでご覧になれます。 

※支出団体名等は、平成19年4月分
から区議会ホームページに掲載
しております。 

　※平成19年4月の改選により平成19年5月から会派議員数等が変わりました。平成19年4月分の収支報告は本紙No.234（平成20年1月1日発行）に掲載しています。 
◎収入････月額15万円に会派の人数を乗じた金額になります。（交付された政務調査費に残額が生じた場合は、区に返還します。） 

平成19年度　政務調査費収支一覧〔平成19年5月～平成20年3月〕　 

平成２０年１月～６月 他の区市町村議会からの視察　 

１４,８５０,０００ 

１４,８５０,０００ 

１３,２００,０００ 

９,７５０,０００ 

４,９５０,０００ 

３,３００,０００ 

１,６５０,０００ 

６２,５５０,０００ 

２,０５３,４５９ 

６６９,５１０ 

１,５９０,０５５ 

８５４,６４２ 

０ 

１６５,０００ 

５,８８０ 

５,３３８,５４６ 

１４,０００ 

０ 

６５,０６３ 

１５,０００ 

７２,２７０ 

１９,０００ 

４１,２２０ 

２２６,５５３ 

３,０００ 

０ 

１６,０００ 

０ 

０ 

１４,３７０ 

０ 

３３,３７０ 

７７０,４６３ 

３９３,７７５ 

６１２,６６６ 

２０１,８３５ 

１６,１８８ 

１１５,６１７ 

３５,９８０ 

２,１４６,５２４ 

４,９８４,６０１ 

２６６,７８０ 

５,３２２,６００ 

５,５４２,０６６ 

４,７５０,０９２ 

１,８３１,５７６ 

９９６,２２３ 

２３,６９３,９３８ 

２,６２８,６８４ 

４８８,５８４ 

９３３,３５５ 

１,４３７,９０３ 

１１１,４５０ 

１,１１１,７４２ 

４８０,６９７ 

７,１９２,４１５ 

３,７３０,０００ 

０ 

３,７３９,８６８ 

５７３,１００ 

０ 

０ 

９０,０００ 

８,１３２,９６８ 

１４,１８４,２０７ 

１,８１８,６４９ 

１２,２７９,６０７ 

８,６２４,５４６ 

４,９５０,０００ 

３,２５７,３０５ 

１,６５０,０００ 

４６,７６４,３１４ 

６０,０００ 

５０,０００ 

３０,０００ 

３０６,５００ 

２２,０００ 

４６８,５００ 

６ 

７ 

３ 

３６ 

３ 

５５ 

０ 

０ 

０ 

０ 

１ 

１ 

２ 

０ 

０ 

０ 

５ 

７ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

８ 

７ 

３ 

３６ 

９ 

６３ 

０ 

０ 

０ 

０ 

５,０００ 

５,０００ 

１０,０００ 

０ 

０ 

０ 

６０,０００ 

７０,０００ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

７０,０００ 

５０,０００ 

３０,０００ 

３０６,５００ 

８７,０００ 

５４３,５００ 

調査研究費 
区の事務及び地方行財政に関する調査研
究及び調査委託に要する経費 
【調査委託費、調査報告書等作成費、交通
費、宿泊費等】 

研修費 
研修会及び講演会の実施に必要な経費並
びに他団体が開催する研修会、講演会等
への所属議員及び会派の雇用する職員の
参加に要する経費 
【会場費、機材借り上げ費、講師謝金、出席
者負担金・会費、交通費、宿泊費等】 

会議費 
調査研究のための各種会議に要する経費 
【会場費、会場設営費、講師謝金、資料印刷
費等】 

資料費 
調査研究に必要な資料の作成及び図書、
資料等の購入に要する経費 
【印刷・製本費、原稿料、書籍購入費、新聞
雑誌購読料等】 

広報費 
議会活動及び区政に関する政策等の広報
活動に要する経費 
【広報紙・報告書等印刷費、送料、交通費等】 

事務費 
調査研究に係る事務遂行に必要な経費 
【事務用品・備品購入費、リース料、通信費、
事務所費等】 

人件費 
調査研究を補助する職員を雇用する経費 
【給料、手当、社会保険料、賃金等】 

ミッテ区青少年派遣団の 
皆さんと 

（H20.3.18） 

北京市東城区の 
表敬訪問 
　　（H20.4.16） 

視察日 区市町村名 調　査    内    容 

1月  9日 

18日 

18日 

21日 

22日 

28日 

29日 

2月  4日 

6日 

13日 

13日 

4月18日 

25日 

5月  9日 

12日 

13日 

19日 

21日 

21日 

22日 

23日 

愛知県・豊田市 

福岡県・福岡市 

北海道・石狩市 

静岡県・島田市 

宮崎県・日向市 

大阪府・河内長野市 

東京都・江戸川区 

三重県・伊勢市 

茨城県・土浦市 

滋賀県・長浜市 

滋賀県・彦根市 

福岡県・北九州市 

大阪府・吹田市 

大阪府・大阪市 

北海道・苫小牧市 

兵庫県・加古川市 

長崎県・長崎市 

山口県・長門市 

三重県・四日市市 

熊本県・八代市 

東京都・港区 

議会代表質問一問一答・議決案件の拡大 

議会広報 

区立図書館の運営 

議会中継・議会だよりの編集 

自治基本条例検討連絡会議 

四谷子ども園 

議会対面式質問・一問一答 

高齢者の孤独死対策について 

建築物の絶対高さ制限 

愛日幼稚園・中町保育園の幼保連携 

愛日幼稚園・中町保育園の幼保連携 

高齢者への見守り事業 

若者への就労支援 

歌舞伎町ﾙﾈｯｻﾝｽ・議員政治倫理条例 

ごみの訪問収集・心身障害者の就労支援 

子どもの医療費助成制度 

区民との協働 

議会改革・議員政治倫理条例 

地区協議会の活動・組織 

高齢者の孤独死対策・しごとｾﾝﾀｰ 

教育ｾﾝﾀｰの運営 
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区
内
10
箇
所
で
 

 
地
域
懇
談
会
を
開
催
！
 

沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式
に
 

 
 
 
 
 
 
参
加
し
ま
し
た
 

平
和
の
思
い
 
よ
り
強
く
 

　
新
宿
区
で
は
、「（
仮
称
）自
治
基
本

条
例
」
の
制
定
に
向
け
て
、昨
年
１１
月

か
ら
、辻
山
幸
宣
氏（
中
央
大
学
大
学

院
客
員
教
授
）を
座
長
に
「
議
会
側
委

員
６
人
、行
政
側
委
員
６
人
」
で
「
検

討
連
絡
会
議
」
を
設
置
し
、検
討
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
 

　
新
宿
区
議
会
は
、こ
れ
ま
で
も
長
年

に
わ
た
り
国
に
対
し
て
「
地
方
分
権
の

推
進
」
を
求
め
て
き
ま
し
た
が
、よ
う

や
く
国
は
、自
治
体
を
「
上
下
・
主
従
」

の
関
係
か
ら
「
対
等
・
協
力
」
の
関
係

に
変
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

 　
そ
こ
で
、こ
の
５
月
９
日
か
ら
「
議

会
と
行
政
」
が
共
同
で
、区
内
１０
会
場

に
お
い
て
地
域
懇
談
会
を
開
催
し
、次

の
よ
う
な
テ
ー
マ
で
、延
べ
３００
人
を
超

え
る
方
々
と
様
々
な
意
見
を
交
換
し

て
き
ま
し
た
。
 

　
●
「
最
も
区
民
に
身
近
な
地
方
政

府
、新
宿
」
と
の
観
点
か
ら
の
、新
宿
区

ら
し
い
自
治
の
在
り
方
に
つ
い
て
 

　
●
条
例
を
作
る
た
め
の
区
民
検
討

委
員
の
募
集
に
つ
い
て
 

　
 

　
地
域
懇
談
会
場
で
は
、「
条
例
を
作

っ
た
ら
何
が
変
わ
る
の
か
」
、「
条
例
を

作
る
の
は
議
員
の
仕
事
で
は
な
い
の

か
」
、あ
る
い
は
条
例
の
中
身
に
踏
み
込

ん
だ
質
問
な
ど
、様
々
な
意
見
が
出
さ

れ
、活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。
 

　
区
議
会
と
し
て
は
、こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
は
初
め
て
の
こ
と
で
、委
員
は

緊
張
の
連
続
で
し
た
が
、区
民
・
行
政
・

議
会
が
一
緒
に
な
っ
て
の
議
論
が
な
さ

れ
、大
変
有
意
義
な
地
域
懇
談
会
で

し
た
。
 

　
７
月
２２
日
に
は
議
長
、区
長
に
よ
る

区
民
検
討
委
員
の
委
嘱
式
と
第
１
回

区
民
検
討
会
議
が
開
催
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、い
よ
い
よ
新
宿
区
に
お
け
る

自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て
の
本
格
的

な
議
論
に
入
り
ま
す
。
 

　
恒
久
平
和
へ
の
誓
い
を
発
信
す
る

「
沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式
」
が
、
6

月
23
日
、
糸
満
市
摩
文
仁
の
平
和
記

念
公
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

　
新
宿
区
議
会
は
、
本
年
も
、
雨
宮

武
彦
、
の
づ
た
け
し
、
赤
羽
つ
や
子

の
3
名
の
議
員
を
、
区
議
会
の
代
表

と
し
て
派
遣
し
ま
し
た
。
 

　
新
宿
区
は
、
昭
和
61
年
3
月
15
日
、

「
新
宿
区
平
和
都
市
宣
言
」
を
行
っ

て
以
来
、
沖
縄
、
そ
し
て
広
島
、
長

崎
の
平
和
祈
念
式
に
議
員
を
派
遣
し

て
い
ま
す
。
 

　
史
実
を
正
し
く
継
承
し
、
米
軍
基

地
が
集
中
す
る
沖
縄
の
今
と
、
沖
縄

戦
を
結
び
付
け
て
考
え
る
こ
と
の
重

要
性
が
問
わ
れ
る
中
で
迎
え
た
「
慰

霊
の
日
」
。
 

　
追
悼
式
は
、
沖
縄
県
議
会
議
長
の

式
辞
、
正
午
の
時
報
を
合
図
に
黙
と

う
、
代
表
者
の
献
花
、
沖
縄
県
知
事

の
「
平
和
宣
言
」
、
福
田
首
相
、
衆
・

参
議
院
議
長
の
来
賓
あ
い
さ
つ
と
続

き
ま
し
た
。
 

　
「
平
和
宣
言
」
の
冒
頭
、
「
戦
争

の
記
憶
を
正
し
く
伝
え
る
こ
と
、
二

度
と
戦
争
を
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い

と
確
認
し
続
け
る
こ
と
、
こ
の
信
条

こ
そ
が
沖
縄
の
原
点
」
と
の
一
節
を
、

心
に
深
く
刻
み
付
け
ま
し
た
。
 

　
「
平
和
の
詩
」
の
朗
読
と
し
て
、

読
谷
小
学
校
4
年
生
の
嘉
納
英
佑
さ

ん
が
、
祖
父
母
の
沖
縄
戦
体
験
や
、

今
世
界
で
起
き
て
い
る
戦
争
を
通
し

て
、
「
み
ん
な
が
し
あ
わ
せ
に
な
れ

る
よ
う
に
　
ぼ
く
は
、
世
の
中
を
し

っ
か
り
見
つ
め
　
世
の
中
の
声
に
耳

を
か
た
む
け
た
い
」
と
、
平
和
の
大

切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。
 

　
議
会
・
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

で
は
、５
月
７
日
〜
９
日
に
「
議
会
改

革
」
と
「
議
会
基
本
条
例
」
に
つ
い
て
、

三
重
県
議
会
と
三
重
県
伊
賀
市
議
会

の
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。
 

【
三
重
県
議
会
】 

　
三
重
県
議
会
は
、分
権
時
代
を
先
導

す
る
議
会
を
め
ざ
し
て
、「
議
会
基
本

条
例
」
や
「
議
員
の
政
治
倫
理
に
関
す

る
条
例
」
を
制
定
す
る
な
ど
、積
極
的

に
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

            　
都
道
府
県
議
会
で
初
め
て
議
場
に

対
面
演
壇
方
式
を
導
入
、一
問
一
答
を

含
む
分
割
質
問
方
式
の
採
用
、ま
た

今
年
か
ら
は
通
常
年
４
回
の
定
例
会

を
年
２
回
に
し
、長
い
会
期
で
議
員
間

の
討
議
を
充
実
す
る
等
、新
た
な
試
み

で
全
国
の
地
方
議
会
を
リ
ー
ド
す
る

存
在
で
も
あ
り
ま
す
。
 

　
視
察
で
は
、議
会
改
革
の
基
本
理

念
や
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
委
員
か
ら
は
、議
会
独
自
の
政
策
提

言
や
議
員
提
出
条
例
、会
期
見
直
し

に
伴
う
費
用
弁
償
の
見
直
し
、出
前

講
座
に
つ
い
て
等
の
質
問
が
続
出
し
、

予
定
時
間
を
超
過
す
る
ほ
ど
熱
心
な

質
疑
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
、大
型
ス
ク
リ
ー
ン
の
設
置

さ
れ
た
本
会
議
場
や
委
員
会
室
等
を

見
学
し
ま
し
た
。
 

【
伊
賀
市
議
会
】 

　
伊
賀
市
は
、平
成
16
年
11
月
に
上

野
市
、伊
賀
町
な
ど
１
市
３
町
２
村
が

合
併
し
た
、人
口
約
10
万
2
千
人
、世

帯
数
約
3
万
９
千
を
有
す
る
市
で
、伊

賀
忍
者
で
も
有
名
な
地
で
す
。
昨
年
、

全
国
の
市
で
は
初
め
て
議
会
基
本
条

例
を
制
定
し
、注
目
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
視
察
で
は
、議
会
基
本
条
例
の
特

徴
や
制
定
ま
で
の
流
れ
に
つ
い
て
議
会

事
務
局
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
が
、 

            

条
例
制
定
時
に
議
長
を
さ
れ
て
い
た
 

安
本
議
員
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
ま

し
た
。
 

　
安
本
議
員
か
ら
は
、市
内
６
か
所
で

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
こ
と

な
ど
制
定
当
時
の
苦
労
話
や
、条
例

制
定
前
と
後
で
の
議
員
の
行
動
の
変

化
等
、大
変
興
味
深
い
お
話
を
直
に
伺

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、

議
会
報
告
会
、政
策
討
論
会
等
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
、充
実
し
た
内
容
と
な

り
ま
し
た
。
 

　
三
重
県
・
伊
賀
市
両
議
会
に
は
、大

変
丁
寧
な
対
応
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
 

　
今
回
の
調
査
目
的
は
議
会
自
ら
の

課
題
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、大
変
活
発

で
有
意
義
な
視
察
と
な
り
ま
し
た
。こ

の
貴
重
な
経
験
を
今
後
の
新
宿
区
議

会
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

【
地
方
都
市
視
察
報
告
】
 

【
地
方
都
市
視
察
報
告
】
 

式典に先立ち、東京都関係の南方戦没者慰霊塔
「東京の塔」で献花を行う 
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女
性
の
が
ん
で
あ
る
子
宮
頸
が
ん

の
死
亡
率
は
高
く
、毎
年
約
8,000
人
が

子
宮
頸
が
ん
と
診
断
さ
れ
、約
2,500
人

が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
子
宮
頚
が
ん

の
原
因
の
ほ
と
ん
ど
は
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
感
染
で
、予
防
ワ
ク
チ
ン
の
研

究
開
発
が
進
み
、2006
年
6
月
に
は
米

国
を
は
じ
め
80
カ
国
以
上
の
国
で
承

認
さ
れ
て
い
ま
す
。日
本
で
も
こ
の
ワ

ク
チ
ン
の
早
期
承
認
に
向
け
た
審
査

を
す
す
め
、承
認
後
の
接
種
の
助
成
、

日
本
で
の
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
・
接
種

等
の
あ
り
方
の
検
討
な
ど
の
必
要
な

対
応
を
早
急
に
実
現
す
る
よ
う
、国

会
及
び
政
府
に
求
め
ま
し
た
。
 

    　
社
会
保
険
新
宿
診
療
所
は
、2007
年

度
の
実
績
で
、区
内
の
1
割
の
2,800
事

業
所
・
２
万
９
千
人
が
受
診
、総
利

用
者
は
2002
年
度
の
13
万
人
か
ら
17

万
人
へ
と
30
％
も
増
え
て
お
り
、区

内
在
住
者
は
も
と
よ
り
在
勤
者
な

ど
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。し
た
が
っ
て
、す
で
に
独
立
行

政
法
人
年
金
・
健
康
保
険
福
祉
施

設
整
理
機
構
に
移
管
さ
れ
て
い
ま
す

が
、公
益
性
の
強
い
医
療
機
関
と
し

て
存
続
し
、健
診
事
業
の
強
化
に
大

き
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
活
用
す
べ

き
こ
と
を
、国
会
、政
府
及
び
整
理

機
構
に
求
め
ま
し
た
。
 

今
定
例
会
で
議
決
し
た
 （

要
旨
）
 

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
 

に

関

す

る

意

見

書

 

新
宿
区
の
医
療
充
実
の
た
め
に

社
会
保
険
新
宿
診
療
所
を
公

益
性
の
強
い
医
療
機
関
と
し
て

の
存
続
を
要
望
す
る
意
見
書
 

新
た
に
提
出
さ
れ
た
 

　
　
も
の
 【要
旨
・
審
査
結
果
】
 継

続
審
査
中
の
う
ち
 

　
　
 
不
採
択
と
し
た
も
の
 

今
定
例
会
で
 

　
　
　
審
査
し
た
も
の
 

　
本
定
例
会
に
お
い
て
新
た
に
４

件
の
陳
情
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
審

査
の
結
果
、
１
件
を
採
択
、
１
件

を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

議
会
の
閉
会
中
も
継
続
し
て
審
査

し
て
い
た
も
の
の
う
ち
、
１
件
を

不
採
択
と
し
ま
し
た
。
 

　
結
論
の
出
な
か
っ
た
陳
情
に
つ

い
て
は
、
議
会
の
閉
会
中
も
継
続

し
て
審
査
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し

た
。
 

      □（
仮
称
）新
宿
７
丁
目
計
画
・
新
築
工

事
に
関
す
る
陳
情
 

　
20
陳
情
第
20
号（
環
境
建
設
委
員
会
） 

　
区
は
、
建
築
業
者
に
対
し
、
地

元
住
民
と
十
分
話
し
合
い
、
周
辺

の
景
観
・
住
環
境
に
配
慮
し
た
計

画
に
す
る
よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 □
新
宿
区
役
所
移
築
と
新
宿
タ
ワ

ー
建
設
に
関
す
る
陳
情
 

　
20
陳
情
第
18
号（
総
務
区
民
委
員
会
） 

　
区
役
所
を
よ
り
広
い
土
地
へ
移

築
し
、
現
敷
地
へ
の
新
宿
タ
ワ
ー

建
設
や
、
観
光
促
進
税
の
導
入
、

遊
休
不
動
産
再
活
用
に
よ
る
地
域

観
光
行
政
向
上
の
た
め
の
金
融
支

援
を
主
と
し
た
国
際
銀
行
創
設
の

協
力
会
議
等
を
求
め
ま
す
。
 

 □
日
本
政
府
に
「
戦
時
性
的
強
制

被
害
者
問
題
へ
の
誠
実
な
対
応
を

求
め
る
」
意
見
書
の
採
択
を
求
め

る
陳
情
 

　
20
陳
情
第
19
号（
総
務
区
民
委
員
会
） 

　
日
本
軍
の
性
暴
力
の
被
害
者
問
題

（
「
慰
安
婦
」
問
題
）
は
未
解
決
で
、

公
式
謝
罪
や
補
償
、
真
相
究
明
等
が

な
い
こ
と
に
対
し
、
世
界
各
国
で
批

判
の
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

以
上
の
放
置
は
世
界
の
国
々
の
信
頼

を
失
い
か
ね
ま
せ
ん
。
新
宿
区
議
会

は
政
府
に
標
記
意
見
書
の
採
択
を
し

て
く
だ
さ
い
。
 

□
「
郵
政
民
営
化
見
直
し
」
に
関
す

る
陳
情
 

　
20
陳
情
第
17
号（
総
務
区
民
委
員
会
） 

１
　
法
律
に
金
融
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

　
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
義
務
を
明
記
す

　
る
よ
う
努
力
を
。
 

２
　
分
社
化
し
た
日
本
郵
政
株
式
会

　
社
等
３
社
の
株
式
に
つ
い
て
、
国

　
が
保
持
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
「
株

　
式
売
却
の
凍
結
」
に
尽
力
を
。
 

３
　
民
営
化
実
施
前
後
の
郵
便
と
郵

　
便
局
サ
ー
ビ
ス
の
実
態
検
証
と
、

　
政
府
･
関
係
機
関
へ
の
見
直
し
の

　
働
き
か
け
を
。
　
 

  □
区
政
策
的
創
業
支
援
制
度
確
立
に

関
す
る
陳
情
 

　
20
陳
情
第
8
号（
総
務
区
民
委
員
会
） 

 

 
第
２
回
定
例
会
の
様
子

を
中
心
に
ま
と
め
た
議
会

だ
よ
り
を
お
届
け
し
ま
す
。
 

　
あ
さ
が
お
の
花
も
次
々

と
開
い
て
い
ま
す
。
温
暖

化
で
年
々
暑
さ
が
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
健
康
に

気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。
 

　
6
月
18
日
付
け
で
、
新
宿

区
議
会
桑
原
公
平
議
長
が
特

別
区
議
会
議
長
会
の
会
長
に

就
任
し
ま
し
た
。
 

　
議
長
会
は
、
２３
区
の
議
会

に
共
通
す
る
課
題
に
つ
い
て
、

連
絡
・
提
携
し
て
、
円
滑
な

区
政
の
運
営
と
発
展
を
期
す

る
目
的
で
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
も
、
東
京
都

や
国
へ
の
働
き
か
け
や
、
特

別
区
の
自
治
体
制
の
整
備
と

区
民
生
活
の
安
定
、
向
上
に

努
め
て
き
ま
し
た
。
 

編
集
委
員
 

桑

原

公

平

 

下

村

治

生

 

沢
田
あ
ゆ
み
 

根

本

二

郎

 く
ま
が
い
澄
子
 

小

松

政

子

 

小
野
き
み
子
 

 

本
紙
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
 

　
議
会
事
務
局
調
査
管
理
係
 

電
話
 
５
２
７
３
‐
３
５
３
４
 

　
意
見
書
の
全
文
は
区
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
頂
く
か
、
議
会
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

古紙配合率70%再生紙を使用しています 

の 
処 
理 
状 
況 

皆 
様 
か 
ら 
託 
さ 
れ 
た 

陳 
情 
陳 
情 

請 請 
願 願 
・ ・ 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
の
 

中
強
羅
区
民
保
養
所
（
つ
つ
じ
荘
）
を
視
察
！！
 

全議員 
視察 

　
区
議
会
で
は
、
去
る
５
月
１６
日

に
、
改
装
工
事
を
施
し
て
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
（
３
月
２５
日
）

し
た
区
立
中
強
羅
区
民
保
養
所
（
箱

根
つ
つ
じ
荘
）
を
視
察
し
ま
し
た
。
 

　
箱
根
つ
つ
じ
荘
は
、
箱
根
登
山

鉄
道
の
強
羅
駅
か
ら
徒
歩
５
分
の

場
所
に
あ
り
、
富
士
箱
根
伊
豆
国

立
公
園
内
の
温
泉
郷
で
あ
る
中
強

羅
の
自
然
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
施

設
で
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
回

復
や
保
養
を
目
的
と
し
て
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

　
昨
年
度
行
わ
れ
た
工
事
の
内
容

は
、
耐
震
補
強
と
施
設
の
大
規
模

改
修
で
、
９
月
か
ら
約
半
年
間
、

施
設
を
休
館
に
し
て
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。
改
装
後
は
、
各
客
室
に
ト
イ

レ
が
設
置
さ
れ
た
ほ
か
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
観
点
か
ら
新
た
に
洋
室
を

増
や
し
、
ま
た
、
要
望
の
多
か
っ
た

露
天
風
呂
も
で
き
ま
し
た
。
 

　
３４
名
の
議
員
は
、
朝
、
新
宿
を
出

発
し
、
２
時
間
ほ
ど
で
つ
つ
じ
荘
に

到
着
。
す
ぐ
に
大
広
間
で
区
の
担
当

者
や
施
設
を
運
営
し
て
い
る
指
定
管

理
者
か
ら
施
設
の
概
要
な
ど
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
議
員
か
ら
は
、
利

用
の
実
態
や
利
用
者
の
利
便
性
に
関

す
る
こ
と
な
ど
の
質
疑
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
館
内
の
宿
泊
室
や
娯
楽
室
、
今

回
新
し
く
で
き
た
露
天
風
呂
な
ど
新

た
な
施
設
や
、
館
外
の
庭
園
な
ど
を
、

担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら
見

て
回
り
ま
し
た
。
 

　
こ
の
視
察
は
、
昨
年
の
議
員
選
挙

に
よ
り
新
た
な
体
制
と
な
っ
た
区
議

会
に
よ
る
、
区
施
設
の
視
察
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
区
民
保

養
所
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ
せ
て

今
回
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
 

 　
区
議
会
で
は
今
後
も
委
員
会
活
動
、

そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
区

政
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し
て

い
き
ま
す
。
 

特
別
区
議
会
 

議
長
会
会
長
に
 

就
任
 

新
宿
区
議
会
議
長
が
 

新宿区役所本庁舎の 
屋上緑化見本園 

四谷ひろば　CCAAアートプラザ内 ランプ坂ギャラリー 
RED LINE CONNECTION #7 本多 真理子展 より 

フォト 
アルバム 

不
採
択
と
な
っ
た
も
の
 

採
択
さ
れ
た
も
の
 

継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の
 

　区議会のインターネット中継（生
中継・録画）、会議録の検索の
ほか、議会の予定や、議員の名
簿、請願・陳情、意見書の全文
などもご覧いただくことができます。 
　新宿区議会ホームページのアドレスは、 
http://www.city.shinjuku.tokyo.jp/gikai/ です。 

新宿区議会ホームページもご覧ください 


